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（２）

平成２３年度

上半期

（４月～９月）

　
平
成
　
年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、ど

２３

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
公
表
し
ま
す
。　
年
度
の
当
初
予
算
額
は
　
億

２３

４４

３
、７
０
０
万
円
で
し
た
が
、補
正
予
算
と
前
年
度
の
繰
越
分
を
加
え
、９
月
　
日
現

３０

在
、予
算
現
額
は
　
億
１
、６
８
２
万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
の
主
な
事
業

４６

と
し
て
は
、
川
俣
駅
東
口
整
備
事
業
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
、
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備

機
器
の
更
新
事
業
、
母
子
保
健
事
業
や
成
人
保
健
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
新
設
改
良
事
業
等
も
計
画
ど
お
り
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

町営住宅建設中（新田団地）



（３）広報めいわ　平成２３年１１月１０日



（４）

日本の農業を元気に！

高齢化する農業従事者の後継者

として期待される町の新規就農

者を紹介します。

　　 　 東  秀人   
あずま

     （大阪府出身・３３歳）
ひ で と

　   籠宮   真人  （福岡県出身・３８歳）　
か ご み や  ま さ と

　脱サラ後Ｉターンで平成２１年に就農しました。

明和町の皆さまの優しさに触れて３年。これか

らも町特産の梨栽培を中心に頑張ります。

　平成２４年度に就農予定です（現在研修中）。

明るい町が好きになりました。一人前の農

業生産者になれるよう日々励んでいます。

明和町の希望の星

梨・露地野菜



（５）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

　町では、新規就農者への様々な支援を行っております。
　本気で農業をしたいと考えているかたは、お気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　（問合先：経済建設課　産業振興係　内線１５２）

　　　 折原 孝昌  （館林市出身・３３歳）
おりはら　たかまさ

　脱サラ後㈲峯崎園芸での研修を経て、平成

２１年に就農しました。就農後１年で、数々の

賞に輝くなど、期待されている園芸農家の1

人です。

　　　 高橋 紀幸  （千津井出身・５２歳）
たかはし　のりゆき

　実家の後継者として脱サラ後就農しまし

た。親代々の伝統技術習得に励んでおり、

一歩一歩堅実に進んでいます。

　　　 荻原 博信  （南大島出身・２２歳）
おぎはら　ひろのぶ

　祖父の影響により農業に興味がわいて指

導を受け、平成２４年度の就農を目指して勉

強中です。

　　　 中村 政行   （川俣出身・５２歳）　　
なかむら　まさゆき

　脱サラしてＪＡ邑楽館林園芸指導課の研

修を行った後に、平成２３年に就農しました。

年間計画をキッチリ立て、習ったことはメ

モに取り日々努力しています。

シンビジュームシクラメン・カーネーション

米・麦露地野菜



（６）

   楽しかったね！

 町民体育祭

　第１４回町民体育祭は、１０月９日快晴の下

「ふるさとの広場」で行われました。

    花火の打ち上げで、開会式に始まった２４

のプログラムに延べ２，６４８人の選手が参加

して優勝杯の争奪戦を繰り広げました。



（７）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

優　勝      川 俣 区

準優勝      新 里 区

第３位　  南大島区

第４位　  千津井区



（８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

と
き
め
き
ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

遊
休
農
地
の
指
導
等
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
（
経
済
建
設
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
５

　
農
業
委
員
会
が
町
内
の
農
地
利
用
状

況
を
調
査
し
、
荒
廃
農
地
の
所
有
者
に

対
し
て
指
導
通
知
書
に
よ
る
指
導
を
行

い
ま
す
。
こ
の
通
知
に
記
載
の
期
日
ま

で
に
適
正
管
理
が
さ
れ
な
い
場
合
、
遊

休
農
地
で
あ
る
旨
の
通
知
を
し
ま
す
。

こ
の
通
知
と
同
封
の
利
用
計
画
届
出
書

を
、
通
知
日
か
ら
６
週
間
以
内
に
農
業

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
指
定
日
ま
で
に
改
善
さ
れ
な

い
、
ま
た
は
利
用
計
画
届
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
所
有
者
に
対
し
て
必
要
な

措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
を
行
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
近
隣
の
農
作
物
へ
の

被
害
を
及
ぼ
し
、
周
辺
住
民
へ
の
生
活

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
農
地
の

適
正
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り「
雑

所
得
」と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
、支
払

わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
控
除
後
の
額
よ

り
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、毎
年
　
月
下
旬
～
　

１０

１１

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
い
と
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

公
的
年
金
控
除
の
額
も
定
率（
年
金
の

支
給
額
の
　
％
）と
な
り
、税
金
が
多
く

２５

徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
老
齢
年
金
受
給
者

　
・
　
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の

６５年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

　
・
　
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
の

６５

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
で

す
の
で
、こ
れ
ら
の
受
給
者
に
は
扶
養

親
族
等
申
告
書
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。
　

□
問
合
せ
先
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

山
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１８

（日）

□
場
所
　
館
林
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ン

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
独
身
男
女

２０

□
内
容
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー（
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委

員
会
ま
た
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

□
募
集
人
数
　
　
人（
男
女
各
　
人
）

４０

２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、

結
果
は
１
週
間
前
頃
に
通
知
し
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

３０

（水）

□
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
郵
便
番
号
を

明
記
し
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

労
使
教
育
委
員
会（
経
済
建
設
課
内
）

へ
送
付
。

　
は
が
き
　
〒
３
７
０－

０
７
９
５
　

新
里
２
５
０
番
地
１
　
経
済
建
設
課

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
姉
　
・
３
１
１
４
　

８４

　
Ｅ
メ
ー
ル
　
糸k

e
iza
i-in
fo
@
to
w
n
.

m
eiw
a
.g
u
n
m
a
.jp

　（
こ

ち

ら

の

Ｑ

Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
読
み

取
れ
ま
す
）
　

　タイヤ（タイヤのみ・ホイール付）

　２００円　　軽自動車・普通車(１８インチまで) 

　３５０円　　２トン～４トン車まで・４WD 

　消火器

　４５０円　　小（赤い部分が２５ｃｍ以下）

　８００円　　中（赤い部分が２５ｃｍ～５０ｃｍ）

１，１００円　　大（赤い部分が５０ｃｍ以上）

　
労
使
教
育
委
員
会
（
経
済
建
設
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３

　
町
環
境
保
健
委
員
会
で
は
、
ご
家
庭

で
不
要
と
な
っ
た
タ
イ
ヤ
や
消
火
器
を

有
料
で
回
収
し
ま
す
。
処
分
に
お
困
り

の
か
た
は
、
直
接
会
場
へ
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９
時
～
午

１１

２３

（水）

後
１
時
　

会
場
　
社
会
体
育
館
西
側
駐
車
場

処
分
料
金

《
注
意
事
項
》

・
町
か
ら
貸
与
さ
れ
た
消
火
器
は
持
ち

込
め
ま
せ
ん
。

・
持
ち
込
み
時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。

・
業
者
の
持
ち
込
み
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
（
内
線
１

７
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
！

廃
タ
イ
ヤ
等
を

有
料
回
収
し
ま
す



（９）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨をさらにＰＲしてい
こうと造られたもので、その味はさ
わやかで文字通り微笑ましいワイン
です。

　
次
の
対
象
の
か
た
に
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
の
で
、
手
帳
、
振
込
口
座
の
通

帳
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
住
民
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者
　
在
宅
で
生
活
さ
れ
る
重
度

心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
ま

た
は
Ａ
重
の
か
た
）

◎
介
護
保
険
法
の
施
設
入
所
者
、
障
害

者
自
立
支
援
法
の
施
設
入
所
者
お
よ
び

通
所
者
は
、
対
象
外
で
す
。

□
申
請
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

３０

（水）

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。　

　
月
か
ら
の「
子
ど
も
手
当
」に
申
請
が
必
要
で
す

１０

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
　
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
の

１０

２４

３１

子
ど
も
手
当
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

　
受
給
に
は
、
こ

れ
ま
で
受
給
し
て

い
た
か
た
を
含
め
、

中
学
修
了
前
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
す
べ
て

の
か
た
が
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　

月
上
旬
ま

１１

で
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
公
務

員
の
か
た
は
勤
務
先
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

□
支
給
対
象
　
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
か
た

□
支
給
時
期
　
平
成
　
年
２
月
（
　
年

２４

２３

　
月
～
　
年
１
月
分
）、
平
成
　
年

１０

２４

２４

６
月
（
　
年
２
月
・
３
月
分
）

２４

□
新
た
な
支
給
要
件
　

　
・
子
ど
も
に
対
し
て
も
国
内
居
住
要

件
を
設
け
ま
す
。

　
・
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

場
合
、
そ
の
施
設
の
設
置
者
等
に
支

給
し
ま
す
。

　
・
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者
（
父

母
等
が
国
外
に
い
る
場
合
の
み
）
に

対
し
て
も
支
給
し
ま
す
。

　
・
監
護
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す
者

が
複
数
い
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居

し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
（
単

身
赴
任
の
場
合
を
除
く
）
。

子ども１人あたり支給月額区　分

１５，０００円３歳未満

１０，０００円第１・２子
３歳～小学生

１５，０００円第３子

１０，０００円中学生

受
賞
お
め
で
と
う

花
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル

　
第
　
回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

１２

ク
ー
ル
表
彰
式
が
　
月
　
日
、
役
場

１０

１４

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
中
谷
の
奈
良
芙
佐
江

さ
ん
を
は
じ
め
個
人
　
人
と
３
団

１４

体
が
入
賞
し
ま
し
た
。な
お
、入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　
　
　

【
最
優
秀
賞
】
　
　
　
　
　

個
人
の
部
　
奈
良
芙
佐
江（
中
谷
）

団
体
の
部
　
明
和
西
小
学
校

　
【
優
秀
賞
】

個
人
の
部
　
飯
塚
正
弘
（
江
口
）、
五

月
女
元
子（
中
谷
）、
坂
上
正（
中

谷
）

団
体
の
部
　
中
谷
区

　【
優
良
賞
】

個
人
の
部
  本
澤
恒
夫（
南
大
島
）
、

都
築
富
子（
田
島
）
、
櫻
井
ま
ち
子

（
梅
原
）、林
吉
太
郎（
上
江
黒
）、

榎
本
晏
子（
中
谷
）

団
体
の
部
　
明
和
東
小
学
校

　
【
奨
励
賞
】

個
人
の
部
  伊
藤
恵
子（
中
谷
）、
恩

田
三
郎
（
中
谷
）
、
塩
ノ
谷
博（
新

里
）
、
中
野
節
子
（
中
谷
）、
佐
藤
誠

司（
中
谷
）

在
宅
重
度
心
身
障
害
の
か
た
へ
 

           見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
月
は

１１　「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

　

守
る
の
は
　

　
気
づ
い
た
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
勇
気

「
平
成
　
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

２３

の
標
語
」よ
り

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

２９

（火）

１０

時
～
　
時
、
午
後
１
時
～
３
時

１２

□
場
所
　
役
場
町
民
プ
ラ
ザ

※
献
血
バ
ス
に
よ
る
採
血
で
す
。

安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

　１０月２日、

ふるさと産

業文化館に

て、女優の水

谷八重子さ

んが、共演者

とのエピソ

ードなどを

語り観客を

魅了してい

ました。

　なお、この

チケットの

売上金の一部は、東日本大震災の義援金とし

て１９７，５００円を日本赤十字社群馬県支部を介

して寄付いたしました。

女優人生５６年を語る
町民文化大学教養講座

Ｋ１選手と４６０人が交流
第１３回総合福祉スポーツ大会

    １０月１日、社会体育館で、町内の福祉団体

主催による総合福祉スポーツ大会が開催さ

れました。今回は「風の会」の働きかけでＫ

１選手４人が特別参加して大会を盛り上げ、

４６０人の参加者が年齢やハンディキャップを

乗り越えて親睦を深めました。

ワインに次ぐ新商品開発
ジュース加工のための梨搬入

 　１０月４日、明和梨組合と町の共同開発「梨

ジュース」の生産を行うため、町内飲料水

メーカー珂日本キャンパックへ梨を搬入しま

した。ジュースは、来年の梨の出荷が始まる

６月頃に販売を開始する予定です。

役場ってどんなとこ？
とびだせ！町たんけん

　１０月１２日、生活科の学習「とびだせ!　町

たんけん」として、町の自然や施設および

人々との関わりを広げる授業の一環として、

西小２年生２２人が役場を訪問し町長室や議

場などを見学しました。
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（１１）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

美味しい梨に思わずにっこり
明和町ミステリーツアー

  ９月２５日、「明和町おもて梨運動」と、館

林商工高校との合同企画で、ミステリーツ

アーが実施されました。参加者は梨狩りやデ

ザートづくりを体験し、楽しい１日を過ごし

ました。

谷田川へ処理水を放流
下水道まつり

  ９月２５日、町水質浄化センターの下水道ま

つりが開催されました。約９０人の見学者が

訪れ、汚水が浄化され谷田川に放流されてい

る工程を熱心に見学していました。

　

世代を超えてのコマ回し
寿学級世代交流会

　１０月４日、こども園で、寿学級生２３人、

園児９９人による世代交流会が開かれました。

園児たちから歌や踊りで迎えられた寿学級の

皆さんは、コマの回し方を教えたりして楽し

いひとときを過ごしました。

“重いぞ”１億円
租税教室

　１０月４日、東西の小学校と中学校で役場税

務課職員による租税教室が開かれ、テーマ

「税金とは、なぜ必要か」の学習をしました。

　東小学校では、模擬１億円札束に触れ、持

ち上げてその重さに驚いていました。



（１２）

INFORMATION

（１２）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示掲示板板板板板板板板板板板
 …問い合わせ先

□申 …申し込み先 

糸…メールアドレス

:…ウェブサイト

問

（１２）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

□
日
時
　
　
月
２
日
　
　
午
後

１２

（金）

１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
が
ん
に
つ
い
て
の
心

構
え

□
講
師
　
羽
生
総
合
病
院
の
先
生

□
対
象
　
町
民
一
般

□
参
加
費
　
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

生
涯
学
習
課
（
山
　
・
４

８４

４
９
１
）

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後

１１

２４

（木）

１
時
　
分
～
午
後
２
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
こ
ど
も
園
東
側
）

□
内
容
　
講
演
「
小
児
科
受
診

の
コ
ツ
～
子
ど
も
の
急
病
で

あ
わ
て
な
い
た
め
に
～
」

□
講
師
　
竹
越
亨
先
生
（
竹
越

医
院
院
長
）

□
申
込
締
切
　
　
月
　
日
　

１１

１８

（金）

　
健
康
づ
く
り
課
（
瑚
１

２
２
）

□
業
務
開
始
日
　
　
月
　
日
　

１１

１４

（月）

□
移
転
先
  高
崎
市
高
松
町
　－２６

５
　
高
崎
法
務
総
合
庁
舎
１
階

山
０
２
７
・
３
２
８
・
１
１
５
４

（
電
話
番
号
は
変
更
な
し
）

□
交
通
機
関
　
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
・

上
越
線
・
両
毛
線
「
高
崎
駅
」

か
ら
徒
歩
　
分
２０

　　
前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
群

馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
県
内
の
各
市
町
村
に
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
や
家
庭
内
、
近
所
の

も
め
ご
と
、
人
権
問
題
等
ど
の

よ
う
な
悩
み
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◎
料
金
無
料
で
秘
密
厳
守
し
ま

す
。
　
会
場
へ
来
ら
れ
な
い
か
た
は
、

電
話
相
談
山

０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
や
会
場
等
に
つ

い
て
は
、
前
橋
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。　

　
前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
（
山
０
２
７
・
２
２
１
・

４
４
６
６
）

　
　
月
　
日
で
次
の
お
客
さ
ま

１０

３１

窓
口
を
閉
店
し
ま
し
た
。

□
閉
店
し
た
窓
口
　
館
林
、
桐

生
、
沼
田
、
長
野
原
、
伊
勢
崎
、

藤
岡
の
各
営
業
セ
ン
タ
ー

□
今
後
の
最
寄
り
窓
口
　
太
田

支
社
（
太
田
市
東
本
町
　－

　
）

５６

３９

　
群
馬
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

（
山
０
１
２
０
・
　
・
５
２
２
２
）

９９

　□
日
時
　
　
月
　
日
　
～
　
　

１１

１５

（火）

２７
（日）

（
　
日
　
・
　
日
　
・
　
日
　

２１

（月）

２３

（水）

２４

（木）

休
館
） 　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
鑑
賞
料
　
無
料

　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
老
人
セ
ン
タ
ー
内
　
山
　
・
８４

４
０
１
３
）

　

　
所
得
税
の
決
算
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
館
林
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門
（
山
　
・
９
５
０
７
）

７２

お

知

ら

せ

所
得
税
の
決
算
説
明

会

東
京
入
国
管
理
局
高
崎

出
張
所
が
移
転
し
ま
す

東
京
電
力
か
ら
の
ご

案
内

出
前
講
座
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

人
権
週
間
・
特
設
人
権

相
談
所
開
設
の
ご
案
内

町
内
在
住
の
画
家
　

　
小
林
孝
至
絵
画
展

受
診
上
手
に
な
ろ
う

ミ
ニ
講
演
会
の
ご
案
内

問

問

問

問 問

申

問

�������

���

�������

���



（１３）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前

１１

２０

（日）

　
時
～
午
後
３
時

１０
□
専
用
電
話
番
号
　
０
２
７
・

２
９
０
・
２
９
２
０

□
相
談
内
容
　
こ
こ
ろ
の
病
気

や
不
安
・
悩
み
な
ど

□
相
談
料
　
無
料

　
群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協

会
（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
内
　
山
０
２
７
・

２
６
３
・
１
１
６
６
）

　
町
の
指
定
工
事
店
と
し
て
次

の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

給
水
装
置
工
事
事
業
者

□
指
定
日
　
９
月
　
日
２０

□
業
者
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
テ
ク

ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

 前
橋
市
箱
田
町
３
２
５－

１

山
０
２
７
・
２
５
４
・
２
０
７
１

□
指
定
日
　
　
月
５
日

１０

□
業
者
　
㈱
享
和

 埼
玉
県
南
埼
玉
郡
白
岡
町
西

４－

　－

　
　

１１

２０

山
０
４
８
０
・
　

・
２
３
４
５

９２

給
水
装
置
お
よ
び
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店

□
指
定
日
　
９
月
　
日
２０

□
業
者
　
㈲
田
部
井
設
備
工
業
所

 邑
楽
町
大
字
中
野
２
８
３
６

－

１
　
山
　
・
１
０
５
８

８８

　
環
境
水
道
課
（
倡
１
７
２
）

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者

や
そ
の
ご
家
族
の
精
神
的
・
経

済
的
負
担
等
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

□
支
援
内
容
　
▼
各
種
制
度
の

案
内
や
捜
査
状
況
の
連
絡
等

情
報
提
供
▼
相
談
の
受
理

（
女
性
職
員
対
応
可
）
▼
臨
床

心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
▼
付
き
添
い
等
の
支
援

や
関
係
機
関
の
紹
介
▼
被
害

者
用
事
情
聴
取
室
等
の
整
備

▼
殺
人
や
性
犯
罪
等
の
被
害

に
伴
う
被
害
者
の
初
診
料
、

検
査
料
、
診
断
書
料
、
遺
体
搬

送
費
用
、
転
居
費
用
等
の
補

助
▼
同
一
加
害
者
か
ら
生

命
・
身
体
等
の
被
害
を
受
け

な
い
た
め
の
安
全
確
保
措
置

　
群
馬
県
警
察
本
部
広
報
広

聴
課
被
害
者
支
援
室
（
山
０

２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
　

倡
２
１
５
１
～
２
１
５
５
）
、

館
林
警
察
署
警
務
課
（
山
　
・
７５

０
１
１
０
　
倡
２
１
０
～
２

１
１
）

　
平
成
　
年
の
裁
判
員
候
補
者

２４

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
か
た
に
は
、

　
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を

１１送
付
し
ま
す
。　

　
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
具
体

的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
す

ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
別

途
通
知
し
ま
す
。

　
前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係
（
山
０
２
７
・

２
３
１
・
４
２
７
５
）

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で

指
名
手
配
と
な
っ
て
い
る
オ
ウ

ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
や
、
高

崎
市
三
ツ
寺
地
内
で
発
生
し
た

殺
人
事
件
の
被
疑
者
が
皆
さ
ん

の
近
く
に
住
ん
で
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
者
】

○
平
田
信
（
ひ
ら
た
ま
こ
と
）
　

　
歳
４６や

せ
型

ひ
げ
が
濃
い

身
長
１
８
３

㎝
く
ら
い

○
高
橋
克
也
（
た
か
は
し
か
つ
や
）

　
歳
５３中

肉
眉
毛
が
濃
い

身
長
１
７
３

㎝
く
ら
い

○
菊
地
直
子
（
き
く
ち
な
お
こ
）

　
歳
　

３９右
こ
め
か
み

と
右
目
下
に

ほ
く
ろ
あ
り

身
長
１
５
９

㎝
く
ら
い

【
三
ツ
寺
地
内
殺
人
事
件
手
配
者
】

○
小
暮
洋
史
（
こ
ぐ
れ
ひ
ろ
し
）

　
歳
　

４２や
せ
型
面
長

身
長
１
７
０

㎝
く
ら
い

［
犯
行
当
時
使
用
車
両
］
　

日
産
シ
ル
ビ
ア
　
黒
色
　

群
馬
　
も
８
６
７
０

３３

　

館
林
警
察
署
（
山
　
・
０
１

７５

１
０
）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

警
察
に
よ
る
犯
罪
被

害
者
等
へ
の
支
援

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

上
水
道
・
下
水
道
の

指
定
工
事
店

裁
判
員
制
度
の
名
簿
記

載
通
知
を
発
送
し
ま
す

指
名
手
配
被
疑
者
の
逮

捕
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問

問

問

問

問

�������

���

�������
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（１４）

INFORMATION

〈
広
告
〉

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
参

加

者

に

は
「
認

知

症

サ

ポ

ー

タ
ー
」
の
証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
６
日
　
　
午
後

１２

（火）

２
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
対
象
　
認
知
症
に
つ
い
て
興

味
関
心
の
あ
る
か
た

□
内
容
　
「
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
認
知
症
予
防
の
生
活

術
を
知
る
」
な
ど

□
講
師
　
群
馬
大
学
大
学
院
保
健

学
研
究
科
　
山
口
晴
保
教
授

□
定
員
　
２
５
０
人

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
２
日
　

１２

（金）

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康

づ
く
り
課
内
山
　
・
３
１
１

８４

１
）
へ

□
日
時
　
　
月
　

日
　
　
午
前

１２

１０

（土）

　
時
～
正
午
　

１０
□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
か
ら
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
年

賀
状
作
成

□
講
師
　
館
林
商
工
の
生
徒

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
か
た

５０

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
　
円
（
は
が
き
代
）

５０

□
持
ち
物
　
ペ
ン
、
メ
モ
帳

□
申
込
受
付
日
時
  　
月
　
日
　

１１

１０

（木）

～
　
日
　
（
休
日
を
除
く
）
　

２４

（木）

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
館
林
商
工
高
校
（
山
　
・
４

８４

７
３
１
）

　
マ
イ
タ
ウ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役

場
・
広
報
編
集
室
内
　
倡
１
０
０
）

□
期
間
・
内
容
　
冬
休
み
等
の
期

間
中
に
、
平
和
施
設
等
の
研

修
（
半
日
以
上
）
を
各
自
で
計

画
し
、
実
行
す
る

□
研
修
先
　
広
島
、
長
崎
、
沖
縄

□
対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
（
　
歳
以
上
の
保
護
者
等
の

１８

引
率
が
必
要
）
、
高
校
生

□
負
担
額
（
一
人
あ
た
り
）

小
学
生
  ２
万
円
以
内
、
中

学
・
高
校
生
　
４
万
円
以
内

　
出
発
２
週
間
前
ま
で
に
学

校
教
育
課
に
参
加
申
込
書
を

提
出

　
学
校
教
育
課
（
山
　
・
３
１

８４

１
５
）　

①
年
越
し
そ
ば
作
り
教
室

□
日
時
   　
月
　

日
　
　
午
前

１２

１４

（水）

９
時
　
分
～
午
後
　
時
　
分

３０

１２

３０

□
参
加
費
　
５
０
０
円

②
お
せ
ち
料
理
教
室

□
日
時
   　
月
　

日
　
　
午
前

１２

２０

（火）

９
時
　
分
～
午
後
１
時
　
分

３０

３０

□
参
加
費
　
１
、
０
０
０
円

③
白
菜
キ
ム
チ
作
り
教
室

□
日
時
   　
月
　

日
　
　
午
前

１２

２３

（金）

９
時
　
分
～
午
後
１
時

３０

□
参
加
費
　
２
、
５
０
０
円

①
②
③
共
通

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
□
人
数
　
　
人
１５

□
申
込
期
間
  　
月
　
日
　
～
　

１１

１７

（木）

２７

日
　（日）　

直
接
ま
た
は
電
話
で
中

央
公
民
館
（
山
　
・
４
４
９
１
）

８４

へ
□
日
時
   　
月
　

日
　
　
午
前

１２

１５

（木）

８
時
　
分
（
館
林
市
役
所
南
面

５０

駐
車
場
集
合
）
～
午
後
５
時

（
帰
着
）

□
場
所
お
よ
び
内
容
　

　
▼
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
（
見
学
、
講
演
、
昼
食
※
昼
食

は
各
自
で
ご
用
意
願
い
ま
す
。

学
食
も
利
用
で
き
ま
す
。
）
▼

利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流
域
の

水
場
景
観
の
見
学

　
▼
サ
ン
ト
リ
ー
利
根
川
ビ
ー

ル
工
場
見
学
　

□
対
象
　
東
部
県
民
局
管
内
在

住
の
県
民
（
　
歳
以
上
）
※
お

２０

子
さ
ん
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
　

□
定
員
　
　
人
（
応
募
者
多
数
の

４０

場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

３０

（水）

□
申
込
方
法
　
参
加
者
全
員
（
１

件
に
つ
き
４
人
以
内
）
の
郵
便

番

号
、
住

所
、
氏

名
（
ふ

り

が

な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
左
記
宛
先
へ
①
～
③
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
送
付

　
①
は
が
き
　
〒
３
７
４

－

０
０
２
９
　
館
林
市
仲
町

　－

　
　
群
馬
県
東
部
県
民

１１

１０

局
館
林
行
政
県
税
事
務
所

　
②
フ
ァ
ク
ス
姉
　
・
７
８
５
８

７３

　
③
E
メ
ー
ル
　
糸ta

te
g
y
o
u

@
p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

（
件
名
は

「
見
て
得
ツ
ア
ー
」
と
記
載
）

見
て
得
！
東
洋
大
学
＆

企
業
等
バ
ス
ツ
ア
ー

広
島
・
長
崎
・
沖
縄
で
平

和
研
修
を
し
ま
せ
ん
か

認
知
症
予
防
講
演
会
・
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

館
林
商
工
生
徒
が
教

え
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

募

集

し

ま

す

中
央
公
民
館
か
ら
各

種
教
室
の
ご
案
内

問 問申 申

申

問

申

問

申

問

�������

���

�������

���



（１５）広報めいわ　平成２３年１１月１０日

　
町
で
は
、循
環
型
環
境
保
全
の

町
を
目
指
し
て
ご
み
の
分
別
・
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、公
共

施
設
か
ら
出
る
落
ち
葉
を
腐
葉
土

と
し
て
活
用
す
る
取
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。今
年
も
落
ち
葉
清

掃
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
行

い
た
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

※
清
掃
終
了
後
、
け
ん
ち
ん
汁
等

を
用
意
い
た
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１１

２７

（日）

時
～
午
前
　
時
頃

１０

□
集
合
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

ロ
グ
ハ
ウ
ス
前

□
持
ち
物
　
ほ
う
き
等

□
申
込
方
法
　
当
日
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い

　
環
境
水
道
課
（
倡
１
７
２
）

【
第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

１３

優
　
勝
　
　
本
澤
　
喜
美
枝

準
優
勝
　
　
立
岡
　
正
夫

第
３
位
　
　
川
村
　
ナ
ツ
子

▼
生
涯
学
習
課

平
成
　
年
度
　
明
和
町
ふ
る
さ
と
産
業

２３

文
化
館
小
舗
石
修
繕
工
事（
東
日
本
大

震
災
復
旧
工
事
）

場
　
　
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
６
０
万
円

落
札
価
格
　
１
５
０
万
円

業
　
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

▼
都
市
計
画
課

平
成
　
年
度
　
補
助
公
共
　
社
会
資
本

２３

整
備
総
合
交
付
金
事
業
　

川
俣
駅
周
辺
地
域
整
備
（
東
口
）　
建
物

等
調
査
業
務
委
託

場
　
　
所
　
中
谷
地
内

予
定
価
格
　
１
、
４
３
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
３
２
７
万
円

業
　
　
者
　
東
武
計
画
㈱
群
馬
営
業
所

▼
経
済
建
設
課

平
成
　
年
度
　
単
独
公
共
　
町
道
　
号

２３

１４

線
　
側
溝
整
備
工
事

場
　
　
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
３
７
７
万
円

落
札
価
格
　
３
６
８
万
円

業
　
　
者
　
㈲
明
石
工
業

落
ち
葉
清
掃
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

入
札
結
果
（
税
抜
）

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

備 考
測定値（単位：マイクロシーベルト）

所在地測定場所
月日
天候 地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル

校庭・土0.0900.0860.077千津井東小学校

10/25 

晴れ

校庭・土0.0910.0870.075川俣西小学校

校庭・土0.0730.0750.062新里中学校

園庭・芝0.0990.0910.093田島こども園

広場・土0.0520.0570.058南大島ふるさとの広場

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）原水の種類採水地点採水
月日

放射性セシウム放射性ヨウ素
200300(100)指標値
不検出不検出地下水上江黒浄水場10/12
不検出不検出地下水と表流水南大島浄水場10/20
不検出不検出地下水大輪浄水場10/25

水道水の検査結果

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）
試料名

採取
月日

放射性セシウム
137

放射性セシウム
134

放射性ヨウ素
131

3032不検出脱水汚泥9/26

下水汚泥の検査結果(明和水質浄化センター）

空間放射線量

文芸ま のち
明

和

短

歌

研

究

会

玉
ね
ぎ
の
小
粒
の
 種
子
 を
苗
床
の
浅
き
溝
に
丁
寧
に
蒔
く

た

ね

栗
林
に
つ
づ
く
遊
歩
の
道
す
じ
に
い
が
栗
の
実
が
数
個
落
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
初
江
　

ま
だ
や
れ
る
我
の
仕
事
と
重
い
鍬
振
り
て
畑
の
土
を
耕
や
す

鉢
植
え
の
り
ん
ど
う
の
花
今
朝
咲
け
り
む
ら
さ
き
色
の
花
の
色
濃
く
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
田
　
政
子

被
災
地
の
稲
刈
始
む
と
放
映
の
朝
の
テ
レ
ビ
を
昼
も
見
て
お
り

 男
 の

を

 曾
孫
 が
ぶ
ど
う
の
巨
峰
一
粒
を
食
べ
よ
と
我
に
分
け
て
く
れ
た
り

ひ

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
 み
ね
子

鱗
雲
遮
る
も
の
な
く
 展
 け
ゆ
く
利
根
の
河
原
に
呆
と
見
上
げ
る

ひ

ら

刈
り
時
の
旬
と
な
り
た
る
我
が
稲
田
黄
の
絨
毯
を
引
き
た
る
ご
と
く
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
 美
津
子

放
射
線
測
定
器
を
　
月
　
日
よ
り
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

１１

１０

□
対
象
者
　
明
和
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

□
貸
出
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
土
日
祝

日
・
火
曜
日
午
前
を
除
く
）

□
申
込
方
法
　
環
境
水
道
課
（
倡
１
７
２
）
へ
電
話
で
予
約

環境データ

優勝の本澤さん

問
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と植物油インキを使用し作成しています。

　しゃれた可愛い花なのに何ともかわいそうな名前ですね。確かに

この草の葉をもんで臭いをかいでみると、その意味が解ります。　

　8月の末に土手に行ったらほかの草にからんできれいに咲いてい

たので撮ってきました。花の形と模様に特徴があって、外側は白く

て内側の赤いところがお灸をすえた跡のようなので、ヤイトバナと

もいいます。（千津井地内）

１０月の町の事件事故状況

ヘクソカズラ（アカネ科）

　記　立岡正夫

【町の無料法律相談】　

□日　時　１２月９日（金） 午前１０時～正午

□場　所　役場委員会室　

□対　象　明和町民　

□担　当　丸山弁護士

□受付期間　１２月１日（木）から８日（木）

までに総務課へお申し込みください

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

□日　時　１２月１５日（木）　午前１０時～

　午後３時

□場　所　役場会議室

【年金相談】　

□日　時　１２月１５日（木）　午前９時３０分

～午後３時

□場　所　館林市役所（山７２・４１１１）

※事前の予約が必要です。

【健康相談】

□日　時　１２月６日（火）　午前９時３０分

～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　１２月８日（木）　午後１時～

　午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２１年１２月、２２年１２月、２３年

　５月・８月生

※１０か月児健診はなくなりました。

（平成２３年１０月１日現在）

　総人口   １１，５３１人   （＋１５）
　　男　　　 ５，７６６人　（＋１１）
　　女　　　 ５，７６５人　（＋　４）
　世帯数　　 ３，８５３世帯（＋　１）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病　……………   ２７件
　　士交通事故　………      ８件
　　士その他　…………      ４件
　　士合計　……………   ３９件 

１０月の町の救急車出動回数

纂各地で振り込めサギの
　前兆電話がかかってきています

纂交通事故は
　　　　身近な生活道路で発生！

定期相談・健診

　士部品ねらい勝勝勝勝   １件
　　

　士人身事故…………　　４件
　士物件事故…………　１１件

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

小曽根整形
（７２）７７０７

三浦医院
（６２）２９１７

長谷川クリニック
（８０）３３１１

多々良診療所
（７２）３０６０

ー１１月１３日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

みづほクリニック
（２０）１１２２

竹越医院
（８４）３１３７

ごが内科
（７３）７５８７

板倉耳鼻科
（８０）４３３３

１１月２０日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

湯沢医院
（６２）２２０９

菅沼医院
（７２）９０９０

土井レディス
（婦人科のみ）
（７２）８８４１

ー１１月２３日（水）

慶友整形外科
（７２）６０００

いたくら内科
（７０）４０８０

田沼内科医院
（８８）７５２２

森下内科医院
（７３）７７７６

ー１１月  ２７日（日）

館林医院
（７４）２１１２

かさはら内科
（５５）２５３７

神尾内科医院
（７５）１２８８

安楽岡医院
（７２）０５７２

川田耳鼻科
（７２）３３１４

１２月  ４日（日）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

須田内科医院
（６３）１４１４

藤原医院
（８８）７７９７

後藤内科医院
（７２）０１３４

ー１２月１１日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

たなか医院
（６２）２８８１

増田医院
（８２）２２５５

たけい小児科
（小児科のみ）
（７６）２５２５

さくま内科
（５５）２５００

川村耳鼻科
（７２）１３３７

１２月１８日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～午後１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時


